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1. はじめに 

近年，利用規約には記載内容が複雑なものが多く，

規約内容をよく読んでいない人が全体のおよそ 50％に

も上る[1]．本稿では，利用規約を読む人(読者)を増や

すために，文章データの自然言語処理に注目して， 規

約文章を分かりやすくするデータ分析方法を考案した． 

2. 利用規約 

利用規約とは，あるサービスを提供する事業者側が

ユーザーに向けてサービスを利用する際のルールを定

めたものである．具体的には，サービス利用時に生じる

責任の所在などが明記されており，ユーザーが安全に

サービスを利用するために重要となる情報が書かれて

いる．  

3. 規約文章の自然言語処理 

利用規約が読まれない原因として「文章量の多さ」，

「規約文章が難しい」の二つが挙げられる[1]．以下では，

これらの原因を解決する手法を説明する(データ処理に

は Python を用いた)． 

3.1 難語の置き換え  まず，文章内容の可読性を高

めるために，規約中の難語を同義のより平易な単語へと

置き換える．複数の利用規約を調査し，規約中に頻出

する難語を挙げ，それぞれにより平易な単語を 1対 1対

応させた図 1 に示す対応表を作成し，これに基づいて

置き換え処理を行う． 置き換え処理には replace 関数

を使う. 

 
3.2 ハイライト  規約中の重要単語をハイライト処理

することによって，読者が注目すべき文章を誘導し，読

者が読む文章量を減らす．まず，複数の利用規約を調

査し，読者にとって重要となる分野(金銭や責任など)に

関係する単語を挙げる．ここで得られた単語にハイライ

ト処理を行う(図 2)． 

3.3 リストアップ  規約文章は一般にいくつかの副題

に分けられている．規約文章の文頭に副題のみを抽出

して並べることで，読者の規約に対する全体的な理解を

高めて読むべき文章を誘導し，読者が読む文章量を減

らす． 

 規約文章から副題のみを抽出(リストアップ)するために，

副題の識別を行う．識別には副題の文頭に付いている

数字，句読点の有無，文字列の長さ(4～15 文字)に注

目して処理を行う．最後に抽出された副題を図3の右図

に示すように規約文章の頭に並べる． 

図 1 置き換え対応表 

図 2 ハイライト処理の例 

図 3 リストアップの例 左：処理前 右：処理後 

4. 規約文章の処理結果 

 考案方法を実装した結果，ハイライトやリストアップは

概ね想定通りの処理が実現でき，文章の可読性が高ま

った．特にリストアップに関しては，一目で全体像が把

握しやすくなり文章全体の視認性の改善も見られた． 

5. おわりに 

通常読み飛ばされる利用規約を，自然言語処理を用

いて分かりやすく表示する方法を考案し，実装すること

により分かりやすく利用規約を表示することができた．し

かしながら，難語の置き換えは，1 対 1 に対応する単語

群が少なく，平易化はまだ十分とは言えない．またハイ

ライトされる単語数が多いときに文章が見づらくなるや，

副題の頭に数字がない場合リストアップできないなど，

いくつか解決すべき課題がある．今後，これらの課題を

解決することにより，本手法の改善を行っていく． 
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